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平
成
24
年
12
月
５
日
か
ら
20
日
ま
で
の
16
日
間
を
会
期
と
し
て
、
第
４
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
補
正
予
算
議
案
と
、
一
般
議
案
の
う
ち
指
定
管
理
者
の
指
定
に
か

か
る
議
案
に
つ
い
て
、
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

問
▼
委
員（
議
員
）か
ら
の
質
疑
な
ど

答
▼
市
役
所
執
行
部
か
ら
の
答
弁
な
ど

水門橋（大和町二丁目）

通
り
可
決（
ま
た
は
承
認
、
同
意
）さ
れ

ま
し
た
。

行
う
と
、
工
事
が
二
度
手
間
に
な
る
可

能
性
も
あ
る
。
耐
震
補
強
計
画
策
定
後

に
計
画
の
内
容
を
踏
ま
え
た
上
で
、
ト

イ
レ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
含
め
、
全
体

的
に
考
え
た
い
。

意
見
▼
現
在
の
ト
イ
レ
の
状
態
は
、
市

民
会
館
利
用
の
観
点
で
大
き
な
マ
イ
ナ

ス
に
な
り
得
る
。
し
っ
か
り
対
応
し
て

ほ
し
い
。

〈�

〉

就
労
継
続
支
援
費
の
減
額（
民
生
費
）

問
▼
１
３
０
０
万
円
の
減
額
理
由
は
。

答
▼
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
開
設

に
よ
り
利
用
者
を
見
込
ん
で
積
算
を
し

て
い
た
が
、
定
員
20
人
の
と
こ
ろ
、
実

際
の
利
用
が
６
人
に
と
ど
ま
る
な
ど
、

利
用
者
数
が
当
初
の
見
込
み
を
下
回
っ

て
推
移
を
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

〈�

〉

豊
浦
・
大
津
環
境
浄
化
組
合
へ

の
負
担
金
の
増
額（
衛
生
費
）

問
▼
同
組
合
の
当
初
の
予
算
組
み
が
甘

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答
▼
冷
却
装
置
の
回
転
部
分
の
プ
ロ
ペ

ラ
フ
ァ
ン
に
腐
食
に
よ
る
破
損
の
お
そ

れ
が
生
じ
た
た
め
、
当
初
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
部
品
の
取
り
換
え
修
繕
が
必

要
と
な
っ
た
。
燃
料
費
も
、
施
設
の
老

朽
化
に
よ
る
燃
焼
効
率
悪
化
の
た
め
、

当
初
の
見
込
み
を
上
回
っ
た
。

〈�
〉

水
門
橋
の
補
修
工
事（
土
木
費
）

問
▼
水
門
橋
は
特
殊
な
橋
で
あ
り
、
市

道
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
。
管
理
・
点

検
の
状
況
は
。

答
▼
水
門
橋
は
、
建
設
後
３0
年
を
経
過

し
て
お
り
、
今
回
は
部
材
的
な
補
修
を

行
う
。
県
か
ら
の
負
担
金
を
受
け
、
市

で
水
門
橋
と
県
所
有
の
閘こ
う
門（
水
位
の

異
な
る
河
川
や
運
河
の
間
で
船
を
上
下

さ
せ
る
た
め
の
装
置
）と
を
一
体
的
に

操
作
し
て
お
り
、
水
門
橋
の
保
守
管
理

は
、
業
者
委
託
に
よ
り
月
１
回
程
度
の

点
検
を
行
っ
て
い
る
。

●
議
案
第
158
号
「
平
成
24
年
度
下
関
市 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
回
）」

問
▼
高
額
療
養
費
の
補
正
の
理
由
は
。

答
▼
当
初
予
算
で
、
保
険
給
付
費
を
過

大
に
見
込
む
と
、
保
険
料
を
高
く
設
定

す
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
過
去
の

動
向
な
ど
を
参
考
に
給
付
費
を
か
な
り

厳
し
く
見
込
ん
だ
た
め
、
当
初
の
見
込

み
よ
り
不
足
が
生
じ
た
。

●
議
案
第
198
号「
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
」（
下
関
市
吉
見
体
育
館
）

　
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年

３
月
３1
日
ま
で
の
３
年
間
、
下
関
市
吉

見
体
育
館
運
営
委
員
会
を
指
定
管
理
者

と
し
て
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

執
行
部
の
説
明
▼
立
地
、
規
模
の
関
係

か
ら
、
地
域
色
の
濃
い
体
育
館
で
あ
る

た
め
、
指
定
管
理
者
の
募
集
は
非
公
募

と
し
、
吉
見
地
区
自
治
連
合
会
を
母
体

と
し
て
組
織
さ
れ
た
下
関
市
吉
見
体
育

館
運
営
委
員
会
を
指
定
管
理
候
補
者
に

選
定
し
た
。

問
▼
指
定
管
理
者
の
募
集
は
公
募
が
原

則
で
あ
る
。
公
募
と
す
べ
き
で
は
な
か 

っ
た
の
か
。

答
▼
自
治
会
を
は
じ
め
地
域
住
民
の
利

用
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
、
地
域
の

方
々
の
顔
が
見
え
る
者
に
運
営
し
て
も

ら
う
の
が
ベ
ス
ト
と
判
断
し
、「
下
関

市
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
候
補

者
の
指
定
手
続
き
に
関
す
る
条
例
」第

６
条
第
１
項
第
１
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
非
公
募
と
し
た
。

●
議
案
第
199
号「
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
」（
下
関
市
営
下
関
陸
上
競
技
場
、

下
関
市
営
下
関
庭
球
場
、
下
関
市
体
育

館
、
下
関
市
弓
道
場
、
下
関
市
相
撲
場
、

下
関
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
、
下
関
市
向

洋
グ
ラ
ウ
ン
ド〈
照
明
設
備
〉、
下
関
市

●
議
案
第
156
号
「
平
成
24
年
度
下
関
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
回
）」

〈�

〉

人
件
費
の
減
額
補
正（
総
務
費
ほ
か
）

問
▼
こ
の
度
の
補
正
予
算
は
市
が
平
成

24
年
９
月
に
策
定
し
た
財
政
健
全
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
関
連
が
あ
る
の
か
。

答
▼
平
成
25
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の

職
員
の
給
料
減
額
の
合
計
約
３
０
０
０

万
円
を
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
と

し
て
計
上
し
て
い
る
。

〈�

〉

市
民
会
館
の
改
修（
総
務
費
）

問
▼
市
民
会
館
の
ト
イ
レ
改
修
の
要
望

が
非
常
に
多
い
が
、
こ
れ
に
対
す
る
市

の
考
え
は
。

答
▼
洋
式
化
の
要
望
や
個
数
が
少
な
い

と
い
っ
た
意
見
は
重
々
承
知
し
て
い
る
。

今
回
耐
震
補
強
計
画
を
策
定
す
る
の
で
、

そ
の
前
に
ト
イ
レ
な
ど
の
改
修
工
事
を

補
正
予
算

指
定
管
理
者

議会だより

議会の情報は下関市の
　　ホームページから

http://www.city.shimonoseki.lg.jp/

第４回定例会
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下関陸上競技場（左）、下関市体育館（向洋町一丁目）

第１回定例会（２月）

日 曜日 会議など
13 水 本会議（提案説明など）
14 木 休会（自宅審査）
15 金 常任委員会
16 土 休会
17 日 休会
18 月 常任委員会
19 火 常任委員会予備日
20 水 休会
21 木 休会
22 金 休会
23 土 休会
24 日 休会
25 月 常任委員会予備日
26 火 常任委員会予備日
27 水 休会（整理日）
28 木 本会議（表決など）

(日程は今後変更となることがあります。）

フ
ッ
ト
サ
ル
場
）

　
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
、
財
団
法
人

下
関
市
公
営
施
設
管
理
公
社
を
指
定
管

理
者
と
し
て
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

委
員
の
意
見
▼
高
速
道
路
の
ト
ン
ネ
ル

で
天
井
が
崩
落
す
る
事
故
が
発
生
し
た

が
、
施
設
の
老
朽
化
の
問
題
も
あ
る
と

思
う
。
施
設
全
般
の
管
理
に
は
万
全
を

期
す
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
あ

る
と
い
う
性
格
か
ら
、
施
設
の
維
持
管

理
に
は
特
に
注
意
を
払
っ
て
ほ
し
い
。

審
査
結
果

　
第
４
回
定
例
会
で
は
、執
行
部
か
ら
、

こ
れ
ら
の
議
案
を
含
め
61
件
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
一
部
反
対
が
あ
っ
た
議
案

も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
原
案
の

通
り
可
決（
ま
た
は
承
認
、
同
意
）さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
24
年
第
３
回
定
例
会
で
、
４
件

の
意
見
書
を
可
決
し
、
衆
議
院
、
参
議

院
議
長
を
は
じ
め
、
政
府
関
係
機
関
や

地
元
選
出
国
会
議
員
に
送
付
し
ま
し
た
。

そ
の
中
の
一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
中
小
企
業
の
成
長
支
援
策
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

　
中
小
企
業
は
、地
域
の“
経
済
”や“
雇

用
”
の
要
と
し
て
非
常
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
特
に
、
東
日
本
大

震
災
や
震
災
後
の
復
旧･

復
興
に
お
い

て
、
地
域
に
根
ざ
す
中
小
企
業
が
日
本

経
済
の
屋
台
骨
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て

認
識
さ
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
我
が
国
の
経
済
環
境

は
、
長
引
く
デ
フ
レ･

円
高
に
加
え
、

原
燃
料
の
価
格
高
騰
、
電
気
料
金
の
引

き
上
げ
、
電
力
需
給
の
逼ひ

っ
ぱ
く迫
な
ど
、
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
柔
軟
な
対

応
力
、
技
術
力
、
商
品
開
発
力
等
の
優

れ
た
潜
在
力
を
持
ち
な
が
ら
も
、
中
小

企
業
は
苦
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。

　
本
格
的
な
経
済
成
長
へ
の
途み

ち
を
確
立

す
る
た
め
に
は
、
雇
用
の
大
多
数
を
支

え
、
日
本
経
済
の
礎
と
な
っ
て
い
る
中

小
企
業
の
活
性
化
を
図
る
視
点
が
重
要

で
あ
り
、
中
小
企
業
の
成
長
は
、
日
本

の
景
気
回
復
の
重
要
な
鍵
と
い
え
る
。

そ
の
た
め
、
中
小
企
業
が
潜
在
力
を
十

分
に
発
揮
し
、
果
敢
に
挑
戦
で
き
る
よ

う
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
手
段
を
総
動
員
す

べ
き
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
中

小
企
業
の
重
要
な
役
割
を
踏
ま
え
、
事

業
環
境
の
改
善
や
経
営
力
の
強
化
等
、

中
小
企
業
の
成
長
に
資
す
る
施
策
の
充

実
を
図
る
よ
う
、以
下
の
点
に
つ
い
て
、

そ
の
実
現
を
強
く
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
記

一
、
環
境
、
健
康
、
医
療
な
ど
新
た
な

成
長
分
野
で
事
業
を
取
り
組
も
う
と
す

る
中
小
企
業
を
支
援
す
る
た
め
に
、
積

極
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
提
供
や
経
営

支
援
の
強
化
な
ど
、
中
小
企
業
の
成
長

支
援
策
を
拡
充
す
る
こ
と
。

一
、
地
域
の
中
小
企
業
に
雇
用
や
仕
事

を
生
み
出
し
、
内
需
を
創
出
す
る
活
性

化
策
と
し
て
、
老
朽
化
し
た
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
修
繕･

補
強
な
ど
、
必
要
な
公

共
事
業
に
対
し
、
一
定
期
間
、
集
中
的

な
投
資
を
行
う
こ
と
。

一
、
中
小
企
業
の
新
た
な
投
資
を
促
進

し
、雇
用
を
維
持・創
出
に
資
す
る
「
国

内
立
地
推
進
事
業
費
補
助
金
」
を
さ
ら

に
拡
充
す
る
こ
と
。

一
、
電
力
の
安
定
的
な
供
給
体
制
の
構

築
を
め
ざ
し
、
自
家
発
電
設
備
及
び
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
、
デ
マ
ン
ド
監
視
装

置
等
の
導
入
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
高
効
率
照
明

の
買
換
え
等
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援

措
置
を
拡
充
す
る
こ
と
。

一
、
中
小
企
業
の
将
来
性
と
事
業
の
継

続
性
を
確
保
す
る
た
め
に
学
生･

若
者

の
雇
用
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
を
地
域
単
位

で
強
化
す
る
な
ど
、
優
秀
な
若
手
人
材

の
確
保
の
た
め
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定

に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
平
成
24
年
９
月
28
日

�

下　
関　
市　
議　
会

◆
意
見
書
と
は
？

　
地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
思
を
意
見
と

し
て
ま
と
め
た
文
書
の
こ
と
で
す
。

　
議
会
に
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の

公
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
住
民

の
代
表
と
し
て
積
極
的
に
そ
の
意
思
を

表
明
し
、必
要
な
措
置
を
求
め
る
た
め
、

国
会
や
関
係
行
政
庁
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
下
関
市
議
会
」
の
ペ
ー

ジ
で
は
、
議
会
の
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

　
本
会
議
や
委
員
会
の
ラ
イ
ブ
中
継
、

過
去
の
録
画
中
継
な
ど
を
配
信
し
て

お
り
、
自
宅
な
ど
で
視
聴
で
き
ま
す
。

※
同
時
に
複
数
の
委
員
会
が
開
催
さ

れ
る
場
合
、
１
委
員
会
の
み
配
信

◆
会
議
録
な
ど
の
閲
覧

　
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
で
は
、
平

成
２
年
５
月
以
降
の
旧
下
関
市
議
会

の「
会
議
録
」「
予
算
審
査
特
別
委
員

会
」の
記
録
が
閲
覧
で
き
ま
す
。
平
成

17
年
２
月
13
日
の
合
併
以
降
は「
会
議

録
」「
常
任
委
員
会
」「
特
別
委
員
会
」、

平
成
24
年
４
月
以
降
は「
議
会
運
営

委
員
会
」の
記
録
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
定
例
会
の
会
議
録
は
次
回
定
例
会
開

催（
約
２
カ
月
後
）ま
で
に
、
委
員
会
記

録
は
開
催
月
の
概
ね
翌
月
に
掲
載

意
見
書

議
会
情
報
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で


